
9月 27日 

介護技術講習会の第 2回目を開催しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は「床からの立ち上がり」「衣類の着 脱」をキーワードに大泉先生から技を伝授していただきまし

た。前回の反省（講習会の時は「うん、わかった！」と思っても帰る頃には忘れちゃっているのです よ

ね）から資料の用意をお願いしました。届いた資料を見てびっくりしました。すべてオリジナル。何枚も

ある写真も先生ご自身と秋草学園のスタッフのみなさ まのご尽力で作成されたものでした。ずいぶん時

間を割いてくださったのだということが判ります。感謝申し上げます。 

 

自分で好きなように動ける身には「床からの立ち上がり」がどういう場合に必要なのかイメージしにく

いのですが、自走式車椅子で動いている人たちが例えば ベッドから車椅子に移乗する時、あるいは外出

先のトイレで車椅子に戻るとき、ロックの掛け損ないが原因で弾みから車椅子がどうにもならない距離

にはなれて しまうということが間々あるそうです。それで床に座り込んでしまうことがあるとか。車椅

子を自分の体の一部分のように操る人たちが電車通勤している姿を 時々見かけるのですが、意外と身近

で起こることなのかもしれません。「衣類の着脱」も高齢者ではなくても、骨折をすればたちまち誰かの

助けを借りなければ ならなくなります。やはり身近にある事例です。 

自分だったらどう助けてほしいのか、それを助ける側にとって負担にならずに成し遂げるにはどうした

らいいか懇切丁寧に教えてもらえたと思います。あっという間に 2時間が過ぎました。 


